
副業・兼業の現状（企業側）

○ 副業を認めていない企業は85.3％。

○ 副業・兼業を認めるに当たっての企業側の懸念は、「本業がおろそかになる」が最多。

推進していないが容認
している14.7％

認めていない

85.3％

○ 企業における副業・兼業制度について

○ 企業側が副業・兼業を認めるにあたっての課題・懸念（複数回答可）
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本業がおろそかにならなければ認める

情報漏えいのリスクがなければ認める

競業、利益相反でなければ認める

長時間労働につながらなければ認める

労務・労働時間管理上の不安が解消されれば認める

人材流出のリスクがなければ認める

労災基準が明確になれば認める

その他（出典）「働き方改革に関する企業の実態調査」
（平成28年度経済産業省委託事業）

n=95

（出典）「平成26年度兼業・副業に係る取組み実態調査事業」
（平成26年度中小企業庁委託事業）
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